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〈刑務作業広報誌〉

～ラヴォーロ～～ラヴォーロ～ 窓　口 電　話　番　号 主　な　業　種

法 務 省 矯 正 局 03-3580-8814

東 京 矯 正 管 区 048-601-1607

水 戸 刑 務 所 029-273-9796 木工、洋裁、金属、その他

栃 木 刑 務 所 0282-27-9611 洋裁、金属、その他

喜連川社会復帰促進センター 028-686-3111 木工、金属、その他

前 橋 刑 務 所 027-223-3024 木工、印刷、金属、革工、その他

千 葉 刑 務 所 043-232-6079 木工、印刷、洋裁、金属、革工、その他

市 原 刑 務 所 0436-36-6001 金属、その他

東日本成人矯正医療センター 042-500-5271 その他

府 中 刑 務 所 042-362-2101 木工、印刷、洋裁、金属、革工、その他

横 浜 刑 務 所 045-842-0040 木工、印刷、洋裁、金属、革工、その他

横 須 賀 刑 務 支 所 046-842-4983 その他

新 潟 刑 務 所 025-286-5626 木工、金属、その他

甲 府 刑 務 所 055-241-8878 木工、洋裁、金属、革工、その他

長 野 刑 務 所 026-248-1114 洋裁、金属、革工、その他

静 岡 刑 務 所 054-261-2886 木工、印刷、洋裁、金属、その他

川 越 少 年 刑 務 所 049-242-0226 木工、金属、その他

松 本 少 年 刑 務 所 0263-32-3093 木工、印刷、洋裁、金属、その他

東 京 拘 置 所 03-3690-6681 その他

立 川 拘 置 所 042-540-4191 その他

刑務作業の御依頼はこちらへ

メールでのお問合せ先

Kyosei-sagyou＠i.moj.go.jp
● 件　　名：刑務作業依頼
● 記載事項：①会社名

②住所 
③連絡先（電話番号、FAX番号、E-Mailアドレス） 
④担当部署、担当者名（ふりがな） 
⑤作業内容、希望人員、希望地域など 
⑥その他要望事項

木
製
品
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研
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業

木
製
品
の
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磨
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業

職業訓練自動車整備科職業訓練自動車整備科
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東京矯正管区
〒 330-9723
さいたま市中央区新都心 2-1
さいたま新都心合同庁舎 2 号館 13 階
【TEL】048-600-1500　【FAX】048-600-1505

本誌のバックナンバーは
こちらから▼

表紙のLavoro（ラヴォーロ）とは
イタリア語で「働く」という意味
です。



罪を重ねさせないために。

収容定員は約２６７０名。日本で最大規模の府中刑務所。

犯罪傾向が進んでいる男子受刑者と外国人男子受刑者が主に収容されている。

令和３年版犯罪白書によれば、刑法犯で検挙された者のうち、約半数は再犯者である。

彼らが収容されている最前線の現場に向かった。

受刑者の改善更生を促し、
社会復帰に向けた
能力の育成を図る

「刑務作業」は、刑罰としての懲役刑の

本質的要素である「所定の作業」が

具体化されたものである。

同時に、受刑者の改善更生の意欲の喚起及び

社会生活に適応する能力の育成を図るために

行われる矯正処遇の一つとされている。

府中刑務所で行われている刑務作業は、

職人技のような高度な技術を必要とする手作業から

大型の機械設備を用いて行う作業まであり、

木工、印刷、洋裁、革工などの幅広い業種からなる、

多様な製品が製作されていた。

　出所後の就労に向けた職業訓練では、

知識と技能の習得に向けた指導が行われていた。



び
、
木
工
場
に
は
工
作
機
械
が
鎮

座
し
て
い
る
。

刑
を
執
行
す
る
た
め
に
は
、
安

定
的
な
作
業
量
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
型
の
機

械
は
、
受
注
作
業
の
依
頼
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
刑
務

作
業
を
運
営
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

再犯防止に資する職業訓練

充実の機械設備

オイル点検 自動多軸かんな盤 オフセット印刷機、製本機

革
工
場
で
は
、
作
業
専
門
官
の
指
導
の
下
、

財
布
や
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
製
作
し
て
い
る
。
製

品
に
は
、
手
彫
り
（
レ
ザ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
）
に

よ
り
、ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
テ
キ
サ
ス
、ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
、
ア
リ
ゾ
ナ
の
植
物
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
伝
統
的
な
模
様
が
、
一
打
一
打
、
丁
寧
に

彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
に
は
、
高

い
集
中
力
と
繊
細
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
同

工
場
担
当
職
員
は
、「
受
刑
者
が
作
業
に
集
中

し
て
取
り
組
み
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
普
段
の
生
活
や
行
動
に

も
自
発
性
と
自
律
性
が
身
に
付
く
。」
と
語
る
。

熟練者による匠の技

多種多様な刻印 厚物対応のミシン

国土交通大臣認定の「晴見自動車整備工場」 整理整頓された工具

府
中
刑
務
所
に
は
、
受
刑
者
に
資

格
を
取
得
さ
せ
、
又
は
職
業
に
必
要

な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
出
所
後
の
社
会
復
帰

を
円
滑
に
し
、
再
犯
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
職
業
訓
練
の

一
つ
と
し
て
、
自
動
車
整
備
科
が

あ
る
。

こ
こ
は
、
国
土
交
通
省
認
定
の
整

備
工
場
と
し
て
、
自
動
車
整
備
士
の

資
格
を
有
す
る
作
業
専
門
官
の
指

導
の
下
、
自
動
車
整
備
士
の
資
格
取

得
を
目
指
し
、
学
科
と
実
習
を
通
じ

て
、
自
動
車
整
備
に
関
す
る
知
識
や

技
能
を
習
得
さ
せ
て
い
る
。
国
家
試

験
に
合
格
し
た
者
は
、
職
業
訓
練
修

了
後
も
引
き
続
き
、
刑
務
作
業
と
し

て
車
両
の
板
金
、
塗
装
、
車
検
整
備

等
を
行
っ
て
い
る
。

彼
ら
受
刑
者
は
、
整
備
に
預
け
ら

れ
た
自
動
車
を
一
生
懸
命
に
磨
き

上
げ
、
お
客
様
に
お
返
し
す
る
。

刑
務
作
業
を
通
じ
て
、
仕
事
か
ら

得
ら
れ
る
や
り
が
い
や
責
任
感
を

学
ぶ
こ
と
も
、
再
犯
防
止
に
向
け
た

受
刑
者
処
遇
の
目
的
の
一
つ
だ
。

打音検査 車両の塗装ブース。大型車両も塗装可能

整備中の自動車



伊藤伊藤 作業専門官 作業専門官

　民間のディーラーから刑務官に転職し、その後、平成11年に法務
技官作業専門官に転官。
　以来の22年間、府中刑務所晴見自動車整備工場において、日々、
受刑者の作業指導を行っている。
　趣味はゴルフとギター、好きな車はトヨタ2000GTだという。

彼らの喜びが
私のモチベーションに
なっています

受
刑
者
に
自
動
車
整
備
の
指
導

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で
22

年
に
な
り
ま
す
。

刑
務
作
業
と
し
て
、
車
検
整
備

場
及
び
板
金
工
場
の
実
務
を
行
い

な
が
ら
、２
級
自
動
車
整
備
士
（
ガ

ソ
リ
ン
）、３
級
自
動
車
整
備
士（
ガ

ソ
リ
ン
、
シ
ャ
シ
）
の
取
得
を
目

指
し
て
、
職
業
訓
練
の
指
導
を
す

る
毎
日
で
す
。

一
般
の
お
客
様
か
ら
依
頼
を
受

け
た
車
両
を
受
刑
者
が
仕
上
げ
、

そ
の
出
来
栄
え
を
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
こ

こ
で
作
業
を
す
る
彼
ら
が
資
格
試

験
に
合
格
し
た
と
き
の
喜
び
が
、

私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。

日
々
、
進
歩
し
て
い
く
自
動
車

の
勉
強
も
し
な
が
ら
の
大
変
な
仕

事
で
す
が
、
日
本
最
大
級
の
刑
務

所
内
に
あ
る
自
動
車
整
備
工
場
を

担
当
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
感

じ
て
い
ま
す
。

矯
正
職
員
の
一
人
と
し
て
、
私

の
職
務
が
彼
ら
の
社
会
復
帰
に
つ

な
が
り
、
再
犯
防
止
の
一
助
と
な

れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。

伊藤作業専門官が担当する自動車整備工場

作業専門官として
一緒に働いてみませんか？

作業専門官とは
作業専門官とは、全国にある７５の刑事施設（刑
務所、少年刑務所等）において、被収容者に
対する刑務作業や職業訓練の指導をしたり、
刑務作業の安全衛生教育や企画等の業務に従
事する国家公務員であり、全国で約６００人が
勤務しています。つまり、刑法に規定されて
いる刑務作業の指導の中心人物が作業専門官
であり、やりがいのある仕事です。

応募資格
● 日本国籍を有していること。
●国家公務員法第３８条に該当する者ではないこと。
●  公募職種に関連する職業能力開発促進法に定める技
能士又は職業訓練指導員免許若しくはこれと同等以
上の資格又は技能を有していると認められる方。た
だし、大学工学部等の専門学校又は同法に定める職
業能力開発総合大学校長期課程を卒業（卒業見込
みを含む。）していない方は、相応の実務等の経験
が必要となります。

勤務条件等
●  作業専門官には、一般の国家公務員に適用される行政職俸給表（一）に比べ、１２％程度給与水準の高い
公安職俸給表（一）が適用されます。この他に、各種手当（扶養手当、期末・勤勉手当、超過勤務手当等）
が支給されます。

●  宿舎は、勤務庁の近隣に設けられており、公安職俸給表適用職員としての特例により、宿舎費は原則として
無料となります。

●  休暇制度として、年次休暇（年間２０日間）のほかに病気休暇、特別休暇（夏季休暇等）及び介護休暇の
制度が設けられています。

●  共済組合の福利厚生制度を利用できます。
●  人事管理上、転勤することがあります。
●  採用後に初等科研修（新採用職員に対する研修）を研修所（約２月半）及び採用庁で行います。
●  募集している施設・職種については，ハローワークや法務省ＨＰの「法務技官（作業専門官）選考採用」（http://
www.moj.go.jp/kyousei_kyouse36.html）で御確認ください。

本
誌
を
手
に
取
り
、
お
読
み
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
矯
正
展
を
開
催
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
少
し

で
も
刑
務
作
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
創
刊
号
は

府
中
刑
務
所
の
協
力
を
得
て
制
作
し

ま
し
た
。

刑
務
所
作
業
製
品
は
、
各
施
設
の

常
設
展
示
場
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
「e-capic

」
で
お
買
い
求
め
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ

さ
い
。

編
集
後
記府中刑務所

〒 183-8523　東京都府中市晴見町4丁目10
TEL：０４２-３６２-２１０１（作業部門直通）

お問合せ先


